レーザマニュアル　
概要
○○○○株式会社製　レーザーは、レーザー光を加工品に照射し、金属やセラミックス等の切断をおこなう装置である。本装置には加工用に出力10W（1,064nm）のLD励起YVO4レーザーを、ガイド光としてclass 2の赤色半導体レーザーを使用している。 本装置は公益財団法人　高輝度光科学研究センターの部屋に設置され、高圧実験等に使用する難加工金属やセラミックスの切断・加工に使用する。
レーザー使用における一般的留意事項
（1） クラス4レーザーの危険性を十分に認識して使用すること
本装置で使用する加工用のレーザーは出力0.5Wを超えており、クラス4レーザーに分類される。このクラスの高出力レーザーではレーザー光自身だけではなく、反射光及び散乱光においても重篤な眼の損傷や皮膚障害、火災発生の危険性を持つ。また直接視認することの出来ない赤外レーザーであるため、光路上のレーザー光や反射光及び散乱光に対して、通常の可視光レーザー以上の注意が必要となる。
（2） 周囲の安全の確保と対策を行うこと
クラス4のレーザーは散乱光も十分に人体に影響を与える可能性があるため、レーザーの光路はカバーで覆い、反射光や散乱光が外部に放出されないようにすること。光路調整等の作業で、やむを得ず光路を覆うために設置されたカバーを開放して作業する際には、無作為な反射や散乱光が放射されないように十分な対策と確認を行うこと。またみだりにレーザー機器の近くに人が立ち入れないような措置を行い、レーザーを使用する際には部屋入口にもレーザー使用中であることを告知し、入室者に注意を促すようにすること。
（3） レーザーの使用に際して所定の保護メガネを着用すること
調整等によりレーザーカバーを外してレーザー機器を使用する場合もちろん、通常の作業時においても、レーザー光に対して減衰効果の確認されている保護眼鏡を着用すること。
（4） レーザーを直接覗き込まないこと
（5） 火災の恐れがあるため、光路及び散乱光の予想される付近には可燃物を置かないこと。
レーザー保護処置の概要
（1） インターロックシステム
レーザー装置の制御ユニット上には、レーザーのキー付きのスイッチと緊急停止ボタンが設置されている。また制御用コンピューター上からも緊急停止をおこなうことが可能である。レーザー光路及びの散乱光が放射される可能性がある試料台及びレーザーヘッドユニットは、扉付きの不燃性の保護カバーに覆われており、レーザー照射中に扉が開放されると、レーザーが緊急停止するインターロックが取り付けられている。
（2） 周囲の安全確保
警告灯がレーザー装置の上方の目立つところに設置されており、レーザー発振中は警告灯が点灯し、周囲にレーザー発振中であることを告知する。また、レーザーを使用する場合は、部屋入口にレーザー発振中であることを周知する警告標識の設置を義務付け、むやみに室内に人が立ち入らないようにする。
作業手順
レーザー使用の手順
（1） キースイッチの貸し出し
装置管理者にキースイッチを借りる。
（2） レーザー光路及びインターロックの確認
レーザー光路が正しく取れているか、光路上に可燃物等が無いかを確認する。レーザーカバーの扉が正しく閉まり、インターロックが正しく動作しているかを確認する。レーザーの光軸調整、焦点位置調整等インターロックを解除する必要のある操作は事前に行っておく。
（3） メインスイッチON/キースイッチON
メインスイッチをONにしたのちに、レーザー装置の制御ユニットにキースイッチを差し込みONにする。
（4） 加工形状の入力と確認
制御用PCにレーザー加工する形状を入力する。ガイド光を照射し、レーザー加工する形状を確認する。ガイド光はクラス2の危険性の少ないレーザーであるが、直接光が目に入らないように十分に注意する。
（5） 加工用レーザーの発振及び試料加工
光路上に障害物がないことを確認して、保護ケースの扉を閉める。PCからレーザーの発振及びガルバノメータスキャナを動作させて、試料にレーザーを照射し、レーザー加工を行う。試料加工が終了したらレーザーの電源をOFFにしてレーザー発振を停止させる。
（6） 試料の取り出し
レーザー制御ユニットのキースイッチをOFFにしてキーを取りはずし、メインスイッチをOFFにする。保護カバーの扉を開けて、加工試料を取り出す。
（7） 仕様記録簿への記入
装置の記録ノートに行った加工内容・条件等を書き込み、後に使用するユーザーに本装置の現状を理解できるようにする。
（8） キースイッチの返却
作業終了後、装置管理者にキースイッチを返却する。
レーザー光軸調整等の手順
（1） キースイッチの貸し出し
装置管理者にキースイッチを借りる。
（2） レーザー光路及びインターロックの確認
レーザー光路が正しく取れているか、光路上に可燃物等が無いかを確認する。レーザーカバーの扉が正しく閉まり、インターロックが正しく動作しているかを確認する。
（3） レーザー調整中の告知板の設置
レーザー調整中である旨の警告標識を部屋の入口に設置し、レーザー発振中に関係者以外がレーザー機器の近辺に立ち入ることを禁止する。
（4） レーザーインターロックの一部解除
調整部分のインターロックを解除する。
（5） メインスイッチON/キースイッチON
レーザー装置の制御ユニットのメインスイッチをONにした後に、キースイッチを差し込みONにする。
（6） レーザー発振と調整
レーザーを発振させながら試料台の高さや集光位置等の各種調整を行う。レーザー発振中は、必ず保護眼鏡を着用して作業を行い、更にレーザー光を直接覗きこまないことはもちろん、散乱光が目に入ることもないように十分注意して作業を行うこと。
（7） インターロックシステムの動作確認
インターロックを初期状態に戻し、正常に動作することを確認する。
（8） レーザー調整中の告知板の取り外し
部屋の入口に設置したレーザー使用中である旨の警告標識を取り外す。
（9） 使用記録簿への記入
装置の記録ノートに行った作業内容を書き込み、後に使用するユーザーに本装置の現状を理解できるようにする。
（10） キースイッチの返却
作業終了後、装置管理者にキースイッチを返却する。
異常時の対策及び対処
（1） レーザー機器使用中における火災、感電時の措置
レーザー管理区域で火災や感電等の緊急事故が発生した場合、直ちにコンピューターの停止スイッチ、キースイッチのOFFあるいは緊急停止ボタンを押して全てのレーザー発振を停止し、本体装置の電源スイッチ及び配電盤のブレーカーを遮断する。付近に設置された消火器で初期消火に努める。付近にいる者を通じて緊急用内線｢119｣と装置担当者の緊急連絡先に通報を行うとともに、負傷者の救出等の措置を優先すること。
（2） レーザー光に関わる被爆事故等異常時の措置
レーザー光が眼、皮膚等に照射されるような事故が発生した場合は、直ちに緊急停止スイッチによりレーザー機器の運転を停止する。付近にいる者を通じて緊急用内線｢119｣と装置担当者の緊急連絡先に通報を行うとともに、負傷者の救出等の措置を優先すること。健康管理室等に連絡し、救急車が到着するまで患者に対して冷却等の措置をとること。
（3） 通常と比較して異常なレーザー光の出射が認められる場合の措置
レーザー機器の出力を下げて直ちに停止する｡他の作業者に対して知らせるとともに､装置担当者に連絡する｡
（4） レーザー機器使用中の地震に対する措置
小規模な地震や余震を感じた際には、レーザー機器の出力を下げて直ちに停止し、装置担当者の緊急連絡先に通報する。大規模な地震が起きた際には、光路の大幅なずれなどにより、レーザーによる人体への被爆や火災等の危険性も考えられる。その場合には緊急停止スイッチによりレーザーを停止し、直ちに避難すること。
